
事 務 連 絡   

令和２年３月５日   

 

（公社）岡山県医師会 
御中 

（一社）岡山県病院協会 

 

   岡山県保健福祉部健康推進課  

 

新型コロナウイルス感染症に係る今後の外来診療体制について 

 

このことについて、厚生労働省新型コロナウイルス感染症対策推進本部から別添のと

おり事務連絡があり、参考に送付いたしますので、御了知いただくとともに、貴会員へ

の周知をお願いいたします。 

なお、この通知は次のホームページに掲載していますのでお知らせいたします。 

記 

岡山県保健福祉部からの医療安全情報等のお知らせ 

http://www.pref.okayama.jp/site/361/ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 
事 務 連 絡 

令 和 ２ 年 ３ 月 ２ 日 

 

 

各都道府県衛生主管部（局） 御中 

 

 

    厚生労働省新型コロナウイルス感染症 

対策推進本部 

 

 

新型コロナウイルス感染症に係る今後の外来診療体制について 

 

 

新型コロナウイルス感染症に係る外来診療体制については、「新型コロナウイルス感染

症に対応した医療体制について」（令和２年２月１日付け事務連絡）において、「帰国者・

接触者外来」及び「帰国者・接触者相談センター」の設置を依頼し、「新型コロナウイル

ス感染症に対応した医療体制の強化について（依頼）」（令和２年２月 13 日付け事務連

絡）」において、その体制強化を依頼したところです。 

今般、政府の新型コロナウイルス感染症対策本部で「新型コロナウイルス感染症対策の基

本方針」が決定され、「地域で新型コロナウイルス感染症の患者が増加した場合の各対

策（サーベイランス、感染拡大防止策、医療提供体制）の移行について」（令和２年３月１日

付け事務連絡）により、今後の外来診療体制についてお示ししておりますが、今後の地域

での感染状況の段階に応じ、「帰国者・接触者外来」、「帰国者・接触者相談センター」等

による外来診療体制は、下記のとおりとなりますので、各都道府県におかれては、保健所

を設置する市及び特別区とも調整の上、これに基づき、外来診療体制の整備を進めていた

だくようお願いいたします。 

 

記 

 

１．地域での感染状況が、既設の「帰国者・接触者外来」のみで対応可能な規模にとどま

っている場合 

 

   「新型コロナウイルス感染症に対応した医療体制について」（令和２年２月１日付

け事務連絡）及びその後お示ししている補足資料に沿って、これまでに設置した「帰

国者・接触者外来」及び「帰国者・接触者相談センター」による体制を継続するこ

と。 

 

 

 



 

２．地域での感染拡大により、既設の「帰国者・接触者外来」で受け入れる患者数が増大

し、患者への医療提供に支障をきたすと判断される場合 

 

   新型コロナウイルス感染症の疑い患者を診療体制等の整った医療機関に適切・確実

につなぎ、医療機関を発端としたまん延をできる限り防止するとの考えの下、既設の

「帰国者・接触者外来」に加えて、地域の感染状況や医療需要に応じて「帰国者・接

触者外来」を増設すること。 

「帰国者・接触者相談センター」は、新型コロナウイルス感染症の疑い患者からの

相談があった場合、既設の「帰国者・接触者外来」を優先して紹介し、地域全体の

「帰国者・接触者外来」の状況に応じて、疑い患者のうち新型コロナウイルス感染症

への感染の可能性が比較的低い者を中心に、適宜、増設する「帰国者・接触者外来」

を紹介するなどし、地域の外来ニーズに適切に応えられる体制とすること。なお、疑

い患者に該当しない方から「帰国者・接触者相談センター」に相談があった場合は、

これまでと同様、適切な情報を与え、必要に応じて一般の医療機関を受診するよう指

導すること。 

   「帰国者・接触者相談センター」は、電話での相談を通じ、新型コロナウイルス感

染症の疑い患者を「帰国者・接触者外来」へ受診させるよう調整を行うという役割

を、これまでと同様担うこととなるが、疑い患者が増加している状況を踏まえ、その

体制の更なる強化を行うこと。 

    

３．地域での更なる感染拡大により、増設分も含めた「帰国者・接触者外来」で受け入れ

る患者数が増大し、患者への医療提供に支障をきたす場合は、都道府県知事は、関係

者の意見を聴取し、厚生労働省とも相談した上で以下のとおり対応すること。 

 

「帰国者・接触者外来」のみでは対応が困難な状況を踏まえ、「帰国者・接触者外

来」に限らず、原則として一般の医療機関において、必要な感染予防策を講じた上で

外来診療を行うこととすること。 

この段階においては、新型コロナウイルスへの感染を疑う者は、自ら、受診する医

療機関に事前に電話連絡を行い、電話を受けた医療機関は、受診時刻や入口等の調整

（時間的・空間的な感染対策）を行った上で、患者の受入れを行うこととする。 

このことから、新型コロナウイルス感染症の疑い患者から電話で相談を受け、「帰

国者・接触者外来」へ受診させるよう調整を行うという、これまでの「帰国者・接触

者相談センター」の役割は無くなる。ただし、引き続き、新型コロナウイルス感染症

を疑う患者や自宅療養中の患者からの電話相談を受け付け、必要な情報提供等を行う

こと。 

 

                          


